
(57)【要約】

【課題】長時間の観察が可能な視野確保装置を提供する

。

【解決手段】対物レンズを有する内視鏡６の挿入部８に

装着される視野確保装置１。この視野確保装置１は、対

物レンズを覆い、対物レンズを覆う部分が透明であり外

部に露出されている第１のカバー２４ａと、対物レンズ

を覆い、対物レンズを覆う部分が透明であり第１のカバ

ー２４ａと切り替えられて外部に露出される第２のカバ

ー２４ｂとを有する。さらに、視野確保装置１は、外部

操作により、第１のカバー２４ａを対物レンズを覆う位

置から退避させて第１のカバー２４ａと第２のカバー２

４ｂとを任意に切り替える切り替え手段２６ａを有する

。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
対 物 レ ン ズ を 有 す る 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 装 着 さ れ る 視 野 確 保 装 置 で あ っ て 、
前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 い 、 前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 う 部 分 が 透 明 で あ り 外 部 に 露 出 さ れ て い る 第
１ の カ バ ー と 、
前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 い 、 前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 う 部 分 が 透 明 で あ り 前 記 第 １ の カ バ ー と 切 り
替 え ら れ て 外 部 に 露 出 さ れ る 第 ２ の カ バ ー と 、
外 部 操 作 に よ り 、 前 記 第 １ の カ バ ー を 前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 う 位 置 か ら 退 避 さ せ て 前 記 第 １
の カ バ ー と 前 記 第 ２ の カ バ ー と を 任 意 に 切 り 替 え る 切 り 替 え 手 段 と を 、
具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 視 野 確 保 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の カ バ ー と 前 記 第 ２ の カ バ ー と は 、 積 層 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の
視 野 確 保 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の カ バ ー と 前 記 第 ２ の カ バ ー と は 、 連 続 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 視
野 確 保 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 先 端 部 に 設 け ら れ て い る 対 物 レ ン ズ の 視 野 を 確 保 す る 視 野 確 保 装 置 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 医 療 分 野 に お い て 、 内 視 鏡 の 細 長 い 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 し 、 体 腔 内 を 観 察 す る こ
と が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 観 察 下 、 高 周 波 ／ 超 音 波 処 置 具 等 の 様 々 な 処 置 具 に よ り
体 腔 内 の 患 部 等 を 処 置 す る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
内 視 鏡 の 先 端 部 に は 、 術 野 の 観 察 を 行 う た め の 対 物 レ ン ズ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 対 物 レ
ン ズ の 先 端 面 は 、 外 部 に 露 出 し て い る 。 従 っ て 、 内 視 鏡 が 腹 腔 鏡 下 手 術 等 に 使 用 さ れ る 場
合 、 血 液 、 粘 液 、 高 周 波 ／ 超 音 波 処 置 具 に よ る 生 体 組 織 の ミ ス ト 等 と い っ た 様 々 な 汚 物 が
対 物 レ ン ズ に 付 着 す る 。 対 物 レ ン ズ に 汚 物 が 付 着 す る と 対 物 レ ン ズ の 視 野 が 妨 げ ら れ 、 術
野 の 視 覚 情 報 が 得 に く く な る 。 こ の 結 果 、 適 切 な 観 察 、 処 置 を 行 う こ と が で き な く な る 。
従 っ て 、 対 物 レ ン ズ に 付 着 し た 汚 物 を 除 去 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
汚 物 を 除 去 す る 方 法 と し て 、 内 視 鏡 を 体 腔 内 か ら 取 り 出 し て 、 対 物 レ ン ズ を ガ ー ゼ 等 で 拭
う 方 法 が 一 般 に 用 い ら れ る 。 し か し な が ら 、 こ の 汚 物 除 去 方 法 で は 、 対 物 レ ン ズ に 付 着 し
た 汚 物 を 確 実 に 除 去 す る こ と が 難 し く 、 拭 き 取 り 方 に よ っ て 視 野 の 復 帰 度 合 い が ば ら つ い
て 一 定 の 効 果 が 得 ら れ な い 。 ま た 、 特 に 、 汚 物 の 付 着 が 強 固 な 場 合 に は 、 汚 物 の 除 去 に 長
時 間 が 必 要 と な り 、 手 術 を 中 断 さ せ 、 手 術 時 間 の 増 大 を 招 く 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
係 る 問 題 を 解 決 す る た め の 視 野 確 保 装 置 と し て の レ ン ズ 防 護 装 置 が 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ
れ て い る 。 特 許 文 献 １ の レ ン ズ 防 護 装 置 は 、 対 物 レ ン ズ が 挿 入 部 の 先 端 部 の 外 周 面 に 設 け
ら れ て い る 内 視 鏡 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の レ ン ズ 防 護 装 置 は 、 帯 状 の 透 明 薄 膜 を 有 す る 。 レ ン ズ 防 護 装 置 が 内 視 鏡 の 外 周 面 に 装
着 さ れ た 状 態 で 、 透 明 薄 膜 は 、 対 物 レ ン ズ を 覆 う 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。 こ の 透 明 薄 膜 の
両 側 方 は 、 対 物 レ ン ズ の 両 側 方 に 配 置 さ れ て い る 箱 の 内 部 に 収 容 さ れ て い る 。 両 箱 の 内 部
に は 、 巻 き 取 り 軸 が 設 け ら れ て い る 。 透 明 薄 膜 の 両 側 方 は 、 両 箱 の 内 部 で 、 巻 き 取 り 軸 に
巻 き 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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こ れ ら 巻 き 取 り 軸 は 、 透 明 薄 膜 を 巻 き 取 る よ う に 、 渦 ば ね に よ っ て 付 勢 さ れ て い る 。 両 巻
取 り 軸 は 、 互 い に 逆 方 向 に 付 勢 さ れ 、 一 方 の 渦 ば ね の ば ね 力 は 、 他 方 の 渦 ば ね の ば ね 力 よ
り も 強 い 。 こ こ で 、 一 方 の 巻 き 取 り 軸 に は 、 巻 き 取 り 軸 の 動 き を 停 止 さ せ る た め の 止 め 金
が 装 着 さ れ て い る た め 、 透 明 薄 膜 は 、 通 常 停 止 し て い る 。 こ の 止 め 金 を 取 り 外 し た 場 合 に
は 、 透 明 薄 膜 は 、 張 ら れ た 状 態 で 長 手 方 向 へ と 摺 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
各 々 の 箱 は 、 天 板 の 下 方 に 配 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 天 板 の 内 側 端 部 は 、 天 板 の 内 側 端 面 の
両 側 方 か ら 突 出 す る 金 属 棒 に よ っ て 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 天 板 の 外 側 端 部 は 、 挿 入 部 の
外 周 面 に ね じ 止 め さ れ て い る 。 な お 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 に は 、 対 応 す る ね じ 穴 が 、
設 け ら れ て い る 。 こ の ね じ 止 め に よ っ て 、 レ ン ズ 防 護 装 置 の 全 体 が 、 内 視 鏡 に 装 着 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
レ ン ズ 防 護 装 置 を 装 着 し た 内 視 鏡 を 使 用 す る 際 に は 、 止 め 金 を 外 し て 透 明 薄 膜 を 摺 動 さ せ
た 状 態 で 、 体 腔 内 に 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入 す る 。 内 視 鏡 の 先 端 部 の 対 物 レ ン ズ は 、 透 明 薄
膜 に よ っ て 防 護 さ れ る 。 透 明 薄 膜 は 、 常 時 摺 動 し て い る の で 、 透 明 薄 膜 に 汚 物 等 が 付 着 し
た 場 合 に は 、 透 明 薄 膜 の 汚 れ た 部 分 は 、 対 物 レ ン ズ を 覆 う 位 置 か ら 自 動 的 に 移 動 さ れ る 。
続 い て 、 綺 麗 な 透 明 薄 膜 が 、 対 物 レ ン ズ を 覆 う 。 こ の よ う に し て 、 対 物 レ ン ズ を 覆 う 透 明
薄 膜 は 、 常 時 綺 麗 な 状 態 に 保 た れ 、 内 視 鏡 の 視 野 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ５ ２ － ６ ３ ９ ８ ５ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
特 許 文 献 １ の レ ン ズ 防 護 装 置 は 、 透 明 薄 膜 を 常 時 摺 動 さ せ る 構 成 と な っ て い る 。 こ の た め
、 透 明 薄 膜 の 長 さ に よ っ て 観 察 時 間 が 制 限 さ れ 、 長 時 間 の 観 察 に 用 い る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 汚 れ て い な い 透 明 薄 膜 で あ っ て も 巻 き 取 っ て し ま う た め 、 短 時 間 の 観 察 で あ っ て も
極 め て 長 い 透 明 薄 膜 が 必 要 と な り 、 大 変 不 経 済 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 こ の よ う な 極 め て 長 い 透 明 薄 膜 を 箱 内 に 収 容 す る た め 、 レ ン ズ 防 護 装 置 を 充 分 に
薄 く す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 レ ン ズ 防 護 装 置 を 内 視 鏡 に 装 着 し た 場 合 に は 、 内 視 鏡
の 先 端 部 の 外 径 が 太 く な り 、 患 者 の 負 担 を 増 す こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ し て 、 レ ン ズ 防 護 装 置 は 、 両 天 板 の 外 端 部 を 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 外 周 面 に ね じ 止 め す る こ
と に よ っ て 内 視 鏡 に 装 着 さ れ る 。 こ の た め 、 レ ン ズ 防 護 装 置 の 着 脱 は 、 煩 雑 な も の と な っ
て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 の 先 端 部 に ね じ 穴 を 設 け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て ま た 、 直 視 タ イ プ の 内 視 鏡 で は 、 対 物 レ ン ズ は 、 内 視 鏡 の 先 端 面 に 配 設 さ れ て い る
。 内 視 鏡 の 先 端 面 は 小 さ く 平 ら で あ る た め 、 天 板 の 外 端 部 を 配 置 す る こ と が 難 し い 。 従 っ
て 、 こ の レ ン ズ 防 護 装 置 は 、 直 視 タ イ プ の 内 視 鏡 に は 装 着 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 長 時 間 の 観 察
が 可 能 な 視 野 確 保 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 対 物 レ ン ズ を 有 す る 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 装 着 さ れ る 視 野 確 保 装 置 で あ っ
て 、
前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 い 、 前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 う 部 分 が 透 明 で あ り 外 部 に 露 出 さ れ て い る 第
１ の カ バ ー と 、
前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 い 、 前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 う 部 分 が 透 明 で あ り 前 記 第 １ の カ バ ー と 切 り

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-52229 A 2005.3.3



替 え ら れ て 外 部 に 露 出 さ れ る 第 ２ の カ バ ー と 、
外 部 操 作 に よ り 、 前 記 第 １ の カ バ ー を 前 記 対 物 レ ン ズ を 覆 う 位 置 か ら 退 避 さ せ て 前 記 第 １
の カ バ ー と 前 記 第 ２ の カ バ ー と を 任 意 に 切 り 替 え る 切 り 替 え 手 段 と を 、
具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 視 野 確 保 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 本 請 求 項 １ の 発 明 は 、 外 部 操 作 に よ り 切 り 替 え 手 段 を 操 作 し て 、 外 部 に 露 出 さ れ
て い る 第 １ の カ バ ー を 対 物 レ ン ズ を 覆 う 位 置 か ら 退 避 さ せ 、 第 １ の カ バ ー と 第 ２ の カ バ ー
と を 切 り 替 え て 、 内 視 鏡 の 対 物 レ ン ズ の 視 野 を 確 保 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 第 １ の カ バ ー と 前 記 第 ２ の カ バ ー と は 、 積 層 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ の 視 野 確 保 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 本 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 第 １ の カ バ ー と 第 ２ の カ バ ー と を 積 層 さ せ て お り 、 積 層
さ れ て い る 第 １ の カ バ ー と 第 ２ の カ バ ー と の う ち 、 汚 れ た 第 １ の カ バ ー を 剥 が す こ と で 、
汚 れ て い な い 第 ２ の カ バ ー に よ り 良 好 な 視 野 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 第 １ の カ バ ー と 前 記 第 ２ の カ バ ー と は 、 連 続 し て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ の 視 野 確 保 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 本 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 第 １ の カ バ ー と 第 ２ の カ バ ー と を 連 続 さ せ た も の で あ り
、 汚 れ た 第 １ の カ バ ー を 移 動 さ せ る こ と で 、 汚 れ て い な い 第 ２ の カ バ ー に よ り 良 好 な 視 野
を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ （ Ａ ） は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 の 視 野 確 保 装 置 １ の 全 体 の 概 略 構 成 を 示 す 。 こ の 視 野 確
保 装 置 １ は 、 硬 性 鏡 で あ る 内 視 鏡 ６ （ 図 １ （ Ｂ ） 参 照 ） に 装 着 さ れ る シ ー ス ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ス ２ の 先 端 側 に は 、 内 視 鏡 ６ の 挿 入 部 ８ が 挿 入 さ れ る
管 状 部 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 管 状 部 １ ０ の 内 径 は 、 内 視 鏡 ６ の 挿 入 部 ８ の 外 径 よ り
も 僅 か に 大 き い 。 ま た 、 管 状 部 １ ０ の 先 端 部 は 、 開 放 端 で あ り 、 開 口 １ ４ が 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
シ ー ス ２ の 基 端 側 に は 、 内 視 鏡 ６ の 基 端 部 １ ６ に 装 着 さ れ る 装 着 部 １ ２ が 設 け ら れ て い る
。 装 着 部 １ ２ に は 、 軸 方 向 に 沿 っ て 切 り 欠 き 部 １ ８ が 、 延 設 さ れ て い る 。 図 １ （ Ｃ ） に 示
さ れ る よ う に 、 切 り 欠 き 部 １ ８ の 幅 は 、 内 視 鏡 ６ の 基 端 部 １ ６ か ら 径 方 向 に 突 出 し て い る
ラ イ ト ガ イ ド ポ ス ト ２ ０ の 幅 よ り も 小 さ い 。 切 り 欠 き 部 １ ８ の 末 端 部 に は 、 ラ イ ト ガ イ ド
ポ ス ト ２ ０ の 外 形 と ほ ぼ 等 し い 形 状 を 有 す る 拡 大 部 ２ ２ が 、 形 成 さ れ て い る 。 装 着 部 １ ２
の 切 り 欠 き 部 １ ８ の 周 辺 は 、 ラ イ ト ガ イ ド ポ ス ト ２ ０ が 、 切 り 欠 き 部 １ ８ の 基 端 部 か ら 拡
大 部 ２ ２ ま で 移 動 可 能 な 程 度 の 可 撓 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
再 び 図 １ （ Ａ ） を 参 照 す る と 、 シ ー ス ２ の 管 状 部 １ ０ の 先 端 側 の 大 部 分 は 、 被 覆 部 材 ４ に
よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。 被 覆 部 材 ４ の 先 端 部 ２ ４ は 、 管 状 部 １ ０ の 先 端 部 の 開 口 １ ４ を 覆
っ て い る 。 管 状 部 １ ０ の 外 周 面 は 、 被 覆 部 材 ４ の 外 周 部 ２ ６ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 外 周
部 ２ ６ の 基 端 側 に は 、 破 線 状 の 切 り 欠 き 線 ２ ８ が 、 軸 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ て い る 。 本 実
施 形 態 で は 、 切 り 欠 き 線 ２ ８ は 、 被 覆 部 材 ４ の 外 周 部 ２ ６ の 中 央 部 か ら 基 端 部 ま で 延 設 さ
れ て い る が 、 外 周 部 ２ ６ の 先 端 部 か ら 基 端 部 ま で 延 設 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ （ Ｄ ） に 示 さ れ る よ う に 、 被 覆 部 材 ４ は 、 多 層 に 配 置 さ れ た 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ
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， ３ ０ ｃ … に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … は 、 互 い に 密
着 し て お り 、 分 離 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … の 先 端 部 （ 第 １ の カ バ ー 、 第 ２ の カ バ ー ） ２ ４ ａ ，
２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ … は 、 被 覆 部 材 ４ の 先 端 部 ２ ４ を な し て い る 。 ま た 、 各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ，
３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … の 外 周 部 （ 切 り 替 え 手 段 ） ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ … は 、 被 覆 部 材 ４ の
外 周 部 ２ ６ を な し て い る 。 そ し て 、 各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … の 切 り 欠 き 線 ２
８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ … （ 図 ２ 参 照 ） は 、 被 覆 部 材 ４ の 切 り 欠 き 線 ２ ８ を な し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … は 、 多 層 に 配 置 さ れ た 先 端 部 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４
ｃ … を 介 し て 、 内 視 鏡 の 対 物 レ ン ズ に よ っ て 外 部 が 観 察 可 能 な 程 度 に 透 明 で あ る 。 ま た 、
各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … は 、 各 切 り 欠 き 線 ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ … に 所 定
の 力 を 加 え た 場 合 に 、 裂 く こ と が 可 能 な 材 質 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
多 層 に 配 置 さ れ た 各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … の 外 周 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ
… は 、 好 ま し く は 、 各 外 周 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ … の 色 が 交 互 に 変 化 す る よ う に 色 を
つ け ら れ て い る 。 例 え ば 、 各 外 周 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ … の 色 は 、 層 毎 に 青 、 白 、 青
、 白 、 … の よ う に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … に は 、 好 ま し く は 、 曇 り 防 止 処 理 が 施 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 図 ２ （ Ａ ） 乃 至 （ Ｄ ） を 参 照 し て 、 上 記 構 成 の 本 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 １ の 作 用
に つ い て 説 明 す る 。 視 野 確 保 装 置 １ を 内 視 鏡 ６ に 装 着 す る 場 合 、 ま ず 、 視 野 確 保 装 置 １ の
装 着 部 １ ２ の 開 口 内 に 、 内 視 鏡 ６ の 挿 入 部 ８ を 挿 入 す る 。 続 い て 、 視 野 確 保 装 置 １ を 内 視
鏡 ６ に 対 し て 基 端 側 へ と 移 動 さ せ 、 管 状 部 １ ０ を 挿 入 部 ８ に 外 装 し 、 装 着 部 １ ２ を 基 端 部
１ ６ に 外 装 す る 。 こ の 際 、 内 視 鏡 ６ の ラ イ ト ガ イ ド ポ ス ト ２ ０ は 、 切 り 欠 き 部 １ ８ の 基 端
部 に 嵌 入 さ れ 、 切 り 欠 き 部 １ ８ 内 で 軸 方 向 に 移 動 さ れ 、 拡 大 部 ２ ２ に 達 し て 保 持 さ れ る 。
こ の よ う に し て 、 視 野 確 保 装 置 １ は 、 内 視 鏡 ６ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ２ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 視 野 確 保 装 置 １ を 装 着 し た 状 態 で 、 内 視 鏡 ６ を 体 腔 内 に 挿
入 す る 。 内 視 鏡 ６ の 対 物 レ ン ズ に よ り 、 被 覆 部 材 ４ の 先 端 部 ２ ４ を 介 し て 、 体 腔 内 の 組 織
等 を 観 察 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
内 視 鏡 ６ に よ る 観 察 中 、 最 も 外 側 の 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ の 先 端 部 ２ ４ ａ の 外 面 に 汚 れ が
付 着 し 場 合 に は 、 以 下 に 述 べ る 視 野 確 保 操 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま ず 、 視 野 確 保 装 置 １ を 装 着 し た 内 視 鏡 ６ を 体 腔 内 か ら 体 外 に 取 り 出 す 。 こ の 後 、 第 １ の
透 明 薄 膜 ３ ０ ａ を 視 野 確 保 装 置 １ か ら 除 去 す る 。 即 ち 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第
１ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ の 切 り 欠 き 線 ２ ８ ａ の 基 端 部 の 一 側 方 ３ ４ 及 び 他 側 方 ３ ６ を 保 持 し て
、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ を 第 ２ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ か ら 剥 が す よ う に 引 っ 張 る 。 す る と 、 図
２ （ Ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ は 、 切 り 欠 き 線 ２ ８ ａ に 沿 っ て 裂 か れ
て い く 。 上 記 し た 一 側 方 ３ ４ 及 び 他 側 方 ３ ６ を さ ら に 引 っ 張 る と 、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ
は 、 切 り 欠 き 線 ２ ８ ａ の 末 端 部 を 越 え て 裂 か れ て い く 。 そ し て 、 一 側 方 ３ ４ 及 び 他 側 方 ３
６ を 保 持 し て 、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ の 先 端 部 ２ ４ ａ を 第 ２ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ の 先 端 部 ２
４ ｂ か ら 剥 が し て 、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ を 第 ２ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ か ら 完 全 に 分 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 結 果 、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ の 先 端 部 ２ ４ ａ の 外 面 に 付 着 し た 汚 物 は 、 第 １ の 透 明 薄
膜 ３ ０ ａ と 共 に 除 去 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ の 先 端 部 ２ ４ ａ は 、
第 ２ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ の 先 端 部 ２ ４ ｂ に 切 り 替 え ら れ 、 内 視 鏡 ６ の 視 野 が 、 確 保 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
続 い て 、 第 ２ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ が 、 最 も 外 側 に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 内 視 鏡 ６ を 体 腔 内 に 挿
入 し て 観 察 を 行 う 。 第 ２ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ の 先 端 部 ２ ４ ｂ の 外 面 に 汚 物 が 付 着 し た 場 合 に
は 、 内 視 鏡 ６ を 取 り 出 し て 第 ２ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ を 除 去 し て 視 野 を 確 保 す る 。 以 下 、 上 記
し た 操 作 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 内 視 鏡 ６ の 視 野 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
多 層 に 配 置 さ れ た 各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … の 外 周 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ
… の 色 が 、 交 互 に 変 化 す る 場 合 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ を 第 ２ の
透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ か ら 分 離 す る 際 に は 、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ の 外 周 部 ２ ６ ａ と 第 ２ の 透 明
薄 膜 ３ ０ ｂ の 外 周 部 ２ ６ ｂ と の 色 の 違 い に 基 づ き 、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ が 、 第 ２ の 透 明
薄 膜 ３ ０ ｂ か ら 完 全 に 分 離 さ れ た か ど う か 目 視 に よ り 確 認 す る 。 さ ら に 、 第 ２ の 透 明 薄 膜
３ ０ ｂ を 第 ３ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｃ か ら 分 離 す る 際 に も 、 同 様 に 目 視 確 認 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ こ で 、 上 記 構 成 の も の に あ っ て は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 で は 、 視 野 確 保
装 置 １ の 管 状 部 １ ０ の 先 端 側 に 、 多 層 に 配 置 さ れ た 分 離 可 能 な 複 数 の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３
０ ｂ ， ３ ０ ｃ … が 、 被 覆 さ れ て お り 、 各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … の 先 端 部 ２ ４
ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ … が 、 内 視 鏡 ６ の 先 端 部 の 対 物 レ ン ズ を 覆 っ て 配 置 さ れ て い る 。 こ の
た め 、 外 側 の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ の 先 端 部 ２ ４ ａ の 外 面 に 汚 物 が 付 着 し た 場 合 に は 、 外 側 の 透
明 薄 膜 ３ ０ ａ を 内 側 の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ か ら 剥 が し て 、 第 １ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ の 先 端 部 ２ ４
ａ を 第 ２ の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ の 先 端 部 ２ ４ ｂ に 切 り 替 え る こ と に よ り 、 容 易 か つ 素 早 く 内 視
鏡 の 視 野 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 こ の 視 野 確 保 操 作 は 、 視 野 確 保 装 置
１ を 内 視 鏡 ６ か ら 取 り 外 す こ と な く 、 多 数 回 に わ た っ て 実 行 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 視 野 確 保 装 置 １ は 、 シ ー ス ２ を 内 視 鏡 ６ に 外 装 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 ６ に 装 着 さ
れ る 。 こ の 際 、 内 視 鏡 ６ の 基 端 部 １ ６ の ラ イ ト ガ イ ド ポ ス ト ２ ０ は 、 シ ー ス ２ の 装 着 部 １
２ の 切 り 欠 き 部 １ ８ の 基 端 部 か ら 嵌 入 さ れ 、 軸 方 向 に 移 動 さ れ 、 拡 大 部 ２ ２ に 達 し て 保 持
さ れ る 。 こ の た め 、 何 ら 工 具 を 用 い る こ と な く 、 視 野 確 保 装 置 １ を 内 視 鏡 ６ に 容 易 に 装 着
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
そ し て 、 視 野 確 保 装 置 １ は 、 内 視 鏡 ６ の 挿 入 部 ８ に 装 着 さ れ る 管 状 部 １ ０ の 開 放 端 の 開 口
１ ４ 並 び に 被 覆 部 材 ４ の 先 端 部 ２ ４ を 介 し て 、 内 視 鏡 ６ の 対 物 レ ン ズ に よ っ て 外 部 を 観 察
す る 構 成 と な っ て い る 。 こ の た め 、 こ の 視 野 確 保 装 置 １ は 、 直 視 タ イ プ の 内 視 鏡 に 装 着 し
、 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
そ し て ま た 、 多 層 に 配 置 さ れ た 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … の 外 周 部 ２ ６ ａ ， ２ ６
ｂ ， ２ ６ ｃ … の 色 が 、 交 互 に 変 化 す る 場 合 、 外 側 の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ の 外 周 部 ２ ６ ａ と 内 側
の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ の 外 周 部 ２ ６ ｂ と の 色 の 違 い に 基 づ き 、 外 側 の 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ が 、 内 側
の 透 明 薄 膜 ３ ０ ｂ か ら 完 全 に 分 離 さ れ た か ど う か 目 視 に よ り 確 認 す る こ と が 可 能 で あ る 。
従 っ て 、 外 側 の 汚 れ た 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ が 、 完 全 に 除 去 さ れ た か ど う か 容 易 に 確 認 す る こ と
が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
さ ら に 、 各 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … に 曇 り 防 止 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 に は 、
体 腔 内 で 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … が 曇 る 事 が 防 止 さ れ る 。
こ の た め 、 透 明 薄 膜 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｃ … の 曇 り の 除 去 の た め に 内 視 鏡 ６ を 度 々 取 り
出 す 必 要 が な い 。 従 っ て 、 手 術 時 間 が 短 縮 で き 、 患 者 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
さ ら に ま た 、 視 野 確 保 装 置 １ は 、 簡 単 な 構 造 の シ ー ス ２ に 被 覆 部 材 ４ を 被 覆 す る だ け で 形
成 さ れ て い る 。 即 ち 、 全 体 と し て 機 構 が 簡 単 な た め 、 安 価 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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図 ３ 乃 至 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 構 成 に は 、 同 一 の
参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 ４ ０ を 内 視 鏡 ６ に 装 着 し た 状 態 で 示 す 。 視
野 確 保 装 置 ４ ０ は 、 内 視 鏡 ６ に 装 着 さ れ る シ ー ス ４ ２ を 有 す る 。 シ ー ス ４ ２ の 基 端 部 に は
、 後 述 す る 保 護 部 材 ６ ４ （ 図 ５ 参 照 ） を 収 容 す る 収 容 部 ４ ４ が 、 装 着 部 １ ２ の 前 方 に 配 設
さ れ て い る 。 収 容 部 ４ ４ は 、 管 状 部 １ ０ の 直 径 方 向 に 延 び て い る 。 収 容 部 ４ ４ の 一 方 の 側
面 ４ ６ の 下 方 に は 、 保 護 部 材 ６ ４ を 切 り 替 え る た め の つ ま み （ 切 り 替 え 手 段 ） ４ ８ が 、 突
設 さ れ て い る 。 つ ま み ４ ８ は 、 収 容 部 ４ ４ の 側 面 ４ ６ に 垂 直 な 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
シ ー ス ４ ２ は 、 収 容 部 ４ ４ を 有 す る こ と を 除 い て は 、 第 １ 実 施 形 態 の シ ー ス ２ と ほ ぼ 同 様
な 構 成 と な っ て い る 。 な お 、 管 状 部 １ ０ の 先 端 部 に は 、 折 り 返 し 部 ４ ９ が 、 配 設 さ れ て い
る 。 折 り 返 し 部 ４ ９ は 、 内 側 に 向 か っ て 突 出 し て お り 、 開 口 １ ４ の 周 縁 部 を 覆 っ て 延 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 シ ー ス ４ ２ は 、 ３ つ の 主 要 な 部 品 か ら 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 部 品 と 第 ２ の 部 品 と
に よ っ て 、 シ ー ス ２ の 収 容 部 ４ ４ 及 び 装 着 部 １ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 第 ３ の 部 品 に よ っ て
管 状 部 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
シ ー ス ４ ２ の 収 容 部 ４ ４ 及 び 装 着 部 １ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 部 品 ５ ０ と 第 ２ の
部 品 ５ ２ と を 互 い に 接 着 固 定 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 部 品 ５ ０ は 、 収 容
部 ４ ４ の 側 面 ４ ６ に ほ ぼ 平 行 で 管 状 部 １ ０ の 中 心 軸 を 通 る 平 面 （ 以 下 で 、 中 央 面 と い う ）
よ り も 一 側 方 に 位 置 し 、 第 ２ の 部 品 ５ ２ は 、 中 央 面 よ り も 他 側 方 に 位 置 し て い る 。 第 １ の
部 品 ５ ０ 並 び に 第 ２ の 部 品 ５ ２ の 先 端 壁 の 中 央 部 に は 、 内 側 に 向 か っ て 開 口 す る 半 円 状 の
凹 部 ５ ３ ａ ， ５ ３ ｂ が 、 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 凹 部 ５ ３ ａ ， ５ ３ ｂ は 、 共 同 し て 、 収 容
部 ４ ４ の 先 端 面 の 円 形 の 接 続 孔 ５ ４ を な し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
管 状 部 １ ０ は 、 管 状 の 第 ３ の 部 品 の 基 端 部 を 接 続 孔 ５ ４ に 挿 入 し 、 収 容 部 ４ ４ に 接 着 固 定
す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 １ の 内 部 構 成 を 説 明 す る 。 図 ４ （ Ａ
） に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 部 品 ５ ０ の 収 容 部 ４ ４ の 内 部 の 側 面 ５ ６ に は 、 第 １ の ボ ス ５
８ ａ と 第 ２ の ボ ス ５ ８ ｂ と が 、 突 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 第 １ の ボ ス ５ ８ ａ と 第 ２ の ボ ス ５
８ ｂ と は 、 管 状 部 １ ０ の 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 対 称 な 位 置 に 配 設 さ れ 、 第 １ の ボ ス ５ ８ ａ と
第 ２ の ボ ス ５ ８ ｂ と の 間 の 距 離 は 、 内 視 鏡 ６ の 挿 入 部 ８ の 外 径 よ り も 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ４ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の ボ ス ５ ８ ａ 並 び に 第 ２ の ボ ス ５ ８ ｂ は 、 上 記 し た 中
央 面 に ほ ぼ 垂 直 に 延 び 、 第 １ の 部 品 ５ ０ の 端 面 か ら 突 出 し て い る 。 第 １ の ボ ス ５ ８ ａ 並 び
に 第 ２ の ボ ス ５ ８ ｂ の 先 端 面 は 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示 さ れ る 第 ２ の 部 品 ５ ２ の 内 部 の 側 面 ６ ０
の 僅 か に 手 前 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ の 部 品 ５ ２ の 側 壁 に は 、 取 り 付 け 孔 ６ ２ が 、 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 取 り 付 け 孔 ６ ２ は 、 第 １ の 部 品 ５ ０ の 第 ２ の ボ ス ５ ８ ｂ の 先 端 面 に 対 面 し
た 位 置 に 配 設 さ れ て い る 。 取 り 付 け 孔 ６ ２ は 、 ほ ぼ 円 形 で あ り 、 そ の 直 径 は 、 後 述 す る つ
ま み ４ ８ の 取 り 付 け 部 ８ ４ （ 図 ５ 参 照 ） の 外 径 に ほ ぼ 等 し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ５ の ほ ぼ 中 央 に 、 第 １ の ボ ス ５ ８ ａ 並 び に 第 ２ の ボ ス ５ ８ ｂ に 装 着 さ れ て い る 保 護 部 材
６ ４ を 示 す 。 こ の 保 護 部 材 ６ ４ は 、 帯 状 の 透 明 薄 膜 （ 第 １ の カ バ ー 、 第 ２ の カ バ ー ） ６ ６
を 有 す る 。 こ の 透 明 薄 膜 ６ ６ の 一 端 は 、 筒 状 の 第 １ の 心 管 ６ ８ ａ に 固 定 さ れ 、 他 端 は 、 筒
状 の 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ に 固 定 さ れ て い る 。 透 明 薄 膜 ６ ６ の 両 端 部 は 、 透 明 薄 膜 ６ ６ の 長 手
方 向 が 第 １ の 心 管 ６ ８ ａ 並 び に 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ の 中 心 軸 に ほ ぼ 垂 直 に な る よ う に 固 定 さ
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れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
第 １ の 心 管 ６ ８ ａ は 、 透 明 薄 膜 ６ ６ の 繰 り 出 し 側 の 元 心 管 と し て 機 能 し 、 初 期 状 態 で は 、
透 明 薄 膜 ６ ６ の 大 部 分 が 、 巻 き 付 け ら れ て い る 。 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ は 、 巻 取 り 心 管 と し て
機 能 し 、 初 期 状 態 で は 、 透 明 薄 膜 ６ ６ は 、 巻 き 付 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
第 １ の 心 管 ６ ８ ａ は 、 内 腔 ７ ０ ａ を 有 し 、 一 端 部 に 第 １ の 環 状 面 ７ ２ ａ 、 他 端 部 に 第 ２ の
環 状 面 ７ ４ ａ を 有 す る 。 同 様 に 、 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ は 、 内 腔 ７ ０ ｂ 、 第 １ の 環 状 面 ７ ２ ｂ
並 び に 第 ２ の 環 状 面 ７ ４ ｂ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
図 ５ の 下 部 に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の ボ ス ５ ８ ａ の 先 端 側 に は 、 細 径 部 ７ ６ ａ が 、 配 設 さ
れ て い る 。 こ の 細 径 部 ７ ６ ａ の 外 径 は 、 保 護 部 材 ６ ４ の 第 １ の 心 管 ６ ８ ａ の 内 径 に ほ ぼ 等
し く 、 細 径 部 ７ ６ ａ は 、 第 １ の 心 管 ６ ８ ａ の 内 腔 ７ ０ ａ に 挿 通 さ れ て い る 。 細 径 部 ７ ６ ａ
の 先 端 部 は 、 第 １ の 心 管 ６ ８ ａ の 第 １ の 環 状 面 ７ ２ ａ を 越 え て 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
第 １ の ボ ス ５ ８ ａ の 基 端 側 に は 、 太 径 部 ７ ８ ａ が 配 設 さ れ て い る 。 細 径 部 ７ ６ ａ と 太 径 部
７ ８ ａ と の 間 に 、 環 状 の 支 持 面 ８ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 支 持 面 ８ ０ ａ に 、 第 １ の 心
管 ６ ８ ａ の 第 ２ の 環 状 面 ７ ４ ａ が 当 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
同 様 に 、 第 ２ の ボ ス ５ ８ ｂ に は 、 細 径 部 ７ ６ ｂ 、 太 径 部 ７ ８ ｂ 並 び に 支 持 面 ８ ０ ｂ が 配 設
さ れ て お り 、 保 護 部 材 ６ ４ の 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 ５ の 上 部 に 示 さ れ る よ う に 、 つ ま み ４ ８ に は 、 操 作 者 に 把 持 さ れ る 円 柱 状 の 把 持 部 ８ ２
が 、 配 設 さ れ て い る 。 把 持 部 ８ ２ の 一 方 の 円 形 面 に 、 取 り 付 け 部 ８ ４ が 突 設 さ れ て い る 。
こ の 取 り 付 け 部 ８ ４ は 、 把 持 部 ８ ２ と 同 軸 の 円 筒 状 で あ る 。
ま た 、 取 り 付 け 部 ８ ４ は 、 把 持 部 ８ ２ よ り も 細 径 で あ り 、 把 持 部 ８ ２ と 取 り 付 け 部 ８ ４ と
の 間 に 、 環 状 の 取 り 付 け 面 ８ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
取 り 付 け 部 ８ ４ の 外 径 は 、 保 護 部 材 ６ ４ の 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ の 外 径 と ほ ぼ 等 し く 、 内 径 は
、 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ の 内 径 と ほ ぼ 等 し い 。 即 ち 、 取 り 付 け 部 ８ ４ の 先 端 環 状 面 ８ ８ は 、 第
２ の 心 管 ６ ８ ｂ の 第 １ の 環 状 面 ７ ２ ｂ と ほ ぼ 同 形 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
取 り 付 け 部 ８ ４ は 、 第 ２ の 部 品 ５ ２ の 取 り 付 け 孔 ６ ２ を 通 っ て 、 収 容 部 ４ ４ の 内 部 に 挿 入
さ れ て い る 。 取 り 付 け 部 ８ ４ の 先 端 環 状 面 ８ ８ は 、 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ の 第 １ の 環 状 面 ７ ２
ｂ に 接 着 固 定 さ れ て い る 。 取 り 付 け 部 ８ ４ の 内 腔 ９ ０ に は 、 第 ２ の ボ ス ５ ８ ｂ の 細 径 部 ７
６ ｂ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て い る 。 ま た 、 取 り 付 け 面 ８ ６ は 、 第 ２ の 部 品 ５ ２ の 取 り 付 け 孔
６ ２ の 周 縁 部 に 当 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
保 護 部 材 ６ ４ の 透 明 薄 膜 ６ ６ は 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 即 ち 、 透
明 薄 膜 ６ ６ は 、 収 容 部 ４ ４ 内 の 先 端 側 で 、 管 状 部 １ ０ の 中 心 軸 を 横 切 っ て 延 び て い る 。 ま
た 、 透 明 薄 膜 ６ ６ の 中 心 線 は 、 中 央 面 の 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 透 明 薄 膜 ６ ６ の 幅 は 、 管
状 部 １ ０ の 直 径 よ り も 僅 か に 小 さ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
次 に 、 上 記 構 成 の 本 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 ４ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ 実 施 形 態
の 視 野 確 保 装 置 １ と 同 様 に 、 視 野 確 保 装 置 ４ ０ を 内 視 鏡 ６ に 装 着 す る 。 即 ち 、 視 野 確 保 装
置 ４ ０ の 装 着 部 １ ２ の 開 口 内 に 内 視 鏡 ６ の 先 端 部 を 挿 入 し 、 シ ー ス ４ ２ 内 で 先 端 側 へ と 移
動 さ せ て い く 。 す る と 、 内 視 鏡 ６ の 先 端 面 は 、 収 容 部 ４ ４ 内 を 移 動 さ れ て 、 透 明 薄 膜 ６ ６
に 当 接 さ れ る 。 内 視 鏡 ６ の 先 端 面 は 、 透 明 薄 膜 ６ ６ に 覆 わ れ た 状 態 で 、 管 状 部 １ ０ 内 を 先
端 側 へ と 移 動 さ れ る 。 こ の と き 、 透 明 薄 膜 ６ ６ の 一 端 は 、 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ に 保 持 さ れ て
い る 。 こ の た め 、 第 １ の 心 管 ６ ８ ａ に 巻 き 付 け ら れ て い る 透 明 薄 膜 ６ ６ は 、 第 １ の 心 管 ６
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８ ａ の 第 １ の ボ ス ５ ８ ａ に 対 す る 回 転 に よ り 、 第 １ の 心 管 ６ ８ ａ か ら 繰 り 出 さ れ て い く 。
繰 り 出 さ れ た 透 明 薄 膜 ６ ６ は 、 内 視 鏡 ６ の 挿 入 部 ８ に 巻 き つ け ら れ る 。 巻 き つ け ら れ た 透
明 薄 膜 ６ ６ は 、 挿 入 部 ８ の 外 周 面 と 管 状 部 １ ０ の 内 周 面 と の 間 で 、 軸 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ
れ 、 長 手 方 向 に 摺 動 さ れ る 。 内 視 鏡 ６ の 先 端 部 は 、 管 状 部 １ ０ の 先 端 部 ま で 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
視 野 確 保 装 置 ４ ０ が 、 内 視 鏡 ６ に 装 着 さ れ た と き 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ６ の 先
端 面 は 、 透 明 薄 膜 ６ ６ に 覆 わ れ て い る 。 折 り 返 し 部 ４ ９ は 、 透 明 薄 膜 ６ ６ が 飛 び 出 す の を
防 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
こ の 状 態 で 、 内 視 鏡 ６ を 体 腔 内 に 挿 入 し て 、 内 視 鏡 ６ の 先 端 部 の 対 物 レ ン ズ に よ っ て 、 透
明 薄 膜 ６ ６ を 介 し て 体 腔 内 の 観 察 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
内 視 鏡 ６ の 対 物 レ ン ズ の 先 端 面 を 覆 っ て い る 透 明 薄 膜 ６ ６ に 汚 れ が 付 着 し た 場 合 に は 、 つ
ま み ４ ８ を 矢 印 Ａ に 示 さ れ る よ う に 回 転 す る 。 す る と 、 保 護 部 材 ６ ４ の 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ
は 、 第 ２ の ボ ス ５ ８ ｂ に 対 し て 回 転 さ れ て 、 透 明 薄 膜 ６ ６ を 巻 き 取 る 。 こ の 際 、 透 明 薄 膜
６ ６ は 、 長 手 方 向 に 摺 動 さ れ る の で 、 透 明 薄 膜 ６ ６ の 汚 れ が 付 着 し た 部 分 は 、 対 物 レ ン ズ
の 先 端 面 を 覆 う 位 置 か ら 移 動 さ れ 、 透 明 薄 膜 ６ ６ の 綺 麗 な 部 分 が 、 対 物 レ ン ズ の 先 端 面 を
覆 う 。 こ の よ う に し て 切 り 替 え 操 作 が 行 わ れ 、 内 視 鏡 ６ の 視 野 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
内 視 鏡 ６ の 視 野 が 、 確 保 さ れ た 後 、 再 び 観 察 を 行 う 。 内 視 鏡 ６ の 対 物 レ ン ズ の 先 端 面 を 覆
っ て い る 透 明 薄 膜 ６ ６ に 再 度 汚 れ が 付 着 し た 場 合 に は 、 上 記 し た 視 野 確 保 操 作 を 繰 り 返 す
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
そ こ で 、 上 記 構 成 の も の に あ っ て は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 で は 、 視 野 確 保
装 置 ４ ０ が 、 内 視 鏡 ６ に 装 着 さ れ た 場 合 、 帯 状 の 透 明 薄 膜 ６ ６ は 、 内 視 鏡 ６ の 外 周 面 と 管
状 部 １ ０ の 内 周 面 と の 間 を 、 管 状 部 １ ０ の 基 端 部 か ら 先 端 部 へ と 延 び 、 内 視 鏡 の 先 端 部 の
対 物 レ ン ズ の 先 端 面 を 覆 い 、 再 び 先 端 部 か ら 基 端 部 へ と 延 び 、 長 手 方 向 に 摺 動 可 能 で あ る
。 透 明 薄 膜 ６ ６ の 一 端 は 、 繰 り 出 し 側 の 元 心 管 と し て 機 能 す る 第 １ の 心 管 ６ ８ ａ に 固 定 さ
れ 、 他 端 は 、 巻 取 り 管 と し て 機 能 す る 第 ２ の 心 管 ６ ８ ｂ に 固 定 さ れ て い る 。 第 ２ の 心 管 ６
８ ｂ は 、 体 腔 外 に 配 置 さ れ る つ ま み ４ ８ に よ っ て 駆 動 さ れ て 透 明 薄 膜 ６ ６ を 巻 取 り 、 透 明
薄 膜 ６ ６ を 長 手 方 向 に 摺 動 さ せ る 。 こ の た め 、 操 作 者 の 外 部 操 作 に よ り つ ま み ４ ８ を 回 転
さ せ た と き に の み 、 透 明 薄 膜 ６ ６ が 、 長 手 方 向 に 摺 動 さ れ て 切 り 替 え 操 作 が 行 わ れ 、 透 明
薄 膜 ６ ６ の 汚 れ て い な い 新 し い 部 分 （ 第 ２ の カ バ ー ） に よ り 、 内 視 鏡 ６ の 視 野 が 確 保 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
ま た 、 保 護 部 材 ６ ４ を 収 容 す る た め の 収 容 部 ４ ４ と 、 保 護 部 材 ６ ４ を 操 作 す る た め の つ ま
み ４ ８ と は 、 管 状 部 １ ０ の 基 端 部 の 後 方 に 配 設 さ れ て い る 。 こ の た め 、 視 野 確 保 装 置 ４ ０
が 、 内 視 鏡 ６ に 装 着 さ れ た 場 合 、 内 視 鏡 ６ の 挿 入 部 ８ は 、 管 状 部 １ ０ の み に 覆 わ れ る 。 従
っ て 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 部 分 が 、 細 径 と な っ て お り 、 患 者 の 負 担 を 減 少 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
さ ら に 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 何 ら 工 具 を 用 い る こ と な く 、 視 野 確 保 装 置 ４ ０ を 内 視 鏡
６ に 容 易 に 装 着 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 視 野 確 保 装 置 ４ ０ は 、 直 視 タ イ プ の 内 視 鏡
に 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
次 に 、 本 出 願 の 他 の 特 徴 的 な 技 術 事 項 を 下 記 の 通 り 付 記 す る 。
記
（ 付 記 項 １ ） 　 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 鞘 状 の 内 視 鏡 の 視 野 確 保 装 置 を 装 着 す る 内 視 鏡 の 視 野 確
保 装 置 に お い て 、 透 明 薄 膜 を 内 視 鏡 の 挿 通 さ せ る 管 状 部 材 の 先 端 に 配 置 し 、 内 視 鏡 の 観 察
視 野 内 の 透 明 薄 膜 面 を 内 視 鏡 の 視 野 外 に 退 避 さ せ る 手 段 と 、
前 記 面 を 退 避 さ せ る と 同 時 に 新 し い 面 が 内 視 鏡 の 観 察 視 野 内 に 現 れ る こ と を 特 徴 と す る 内
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視 鏡 の 視 野 確 保 装 置 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ 付 記 項 ２ ） 　 第 一 の 請 求 項 に お い て 、 内 視 鏡 の 観 察 視 野 内 の 透 明 薄 膜 面 を 内 視 鏡 の 視 野
外 に 退 避 さ せ る 手 段 は 、 前 記 内 視 鏡 の 視 野 確 保 装 置 の 挿 入 部 と 先 端 面 に 、 分 離 可 能 な 多 層
に 透 明 薄 膜 を 成 形 し 、 前 記 多 層 の 透 明 薄 膜 の 一 部 に 全 層 に 渡 る 切 り 欠 き を 設 け 、 こ の 切 り
欠 き を ガ イ ド と し て 一 層 一 層 、 透 明 薄 膜 を 分 離 す る こ と に よ っ て 成 す こ と を 特 徴 と す る 内
視 鏡 の 視 野 確 保 装 置 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ 付 記 項 ３ ） 　 第 一 の 請 求 項 に お い て 、 内 視 鏡 の 観 察 視 野 内 の 透 明 薄 膜 面 を 内 視 鏡 の 視 野
外 に 退 避 さ せ る 手 段 は 、 前 記 内 視 鏡 の 視 野 確 保 装 置 の 先 端 面 に 、 一 層 の 透 明 薄 膜 を 配 置 し
、 且 つ 、 前 記 透 明 薄 膜 が 帯 状 で 、 前 記 視 野 確 保 装 置 の 挿 入 部 の 全 長 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 と
し た 事 を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 視 野 確 保 装 置 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ 付 記 項 ４ ） 　 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 装 着 さ れ る 装 着 部 材 と 、
こ の 装 着 部 材 に 設 け ら れ 、 内 視 鏡 の 対 物 レ ン ズ を 覆 う 使 用 部 分 と 外 部 に 露 出 さ れ な い 未 使
用 部 分 と を 有 す る 透 明 な カ バ ー 部 材 と 、
こ の カ バ ー 部 材 の 使 用 部 分 と 未 使 用 部 分 と を 外 部 操 作 に よ り 任 意 に 切 り 替 え 操 作 す る 切 り
替 え 手 段 と を 、 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 視 野 確 保 装 置 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ 付 記 項 ５ ） 　 前 記 装 着 部 材 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 装 着 さ れ る 管 状 部 を 有 す る シ ー ス で あ
る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ４ の 内 視 鏡 視 野 確 保 装 置 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ 付 記 項 ６ ） 　 前 記 カ バ ー 部 材 は 、 対 物 レ ン ズ を 覆 い 多 層 に 配 置 さ れ た 分 離 可 能 な 複 数 の
透 明 膜 で あ り 、 前 記 切 り 替 え 手 段 は 、 前 記 透 明 膜 の 各 々 に 設 け ら れ て い る 除 去 手 段 で あ り
、 前 記 複 数 の 透 明 膜 は 、 前 記 除 去 手 段 を 操 作 す る こ と に よ り 外 側 の 透 明 膜 か ら 順 次 除 去 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ の 内 視 鏡 視 野 確 保 装 置 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ 付 記 項 ７ ） 　 前 記 カ バ ー 部 材 は 、 帯 状 の 透 明 膜 で あ り 、 こ の 透 明 膜 は 、 前 記 シ ー ス 内 を
基 端 部 か ら 先 端 部 ま で 挿 通 さ れ て 対 物 レ ン ズ を 覆 っ て 先 端 部 か ら 基 端 部 ま で 挿 通 さ れ 、 長
手 方 向 に 摺 動 可 能 で あ り 、 前 記 切 り 替 え 手 段 は 、 前 記 シ ー ス の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 透
明 膜 を 長 手 方 向 に 摺 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ の 内 視 鏡 視 野 確 保 装 置 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 に よ る 長 時 間 の 観 察 が 可 能 と な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 を 示 す 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 、 本 発
明 の 第 １ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 を 内 視 鏡 に 装 着 し た 状 態 で 示 す 説 明 図 、 （ Ｃ ） は 、 本 発
明 の 第 １ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 の 後 端 部 を 内 視 鏡 に 装 着 し た 状 態 で 示 す 斜 視 図 、 （ Ｄ ）
は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 の 先 端 部 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） 乃 至 （ Ｄ ） は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 の 作 用 を 示 す 説 明 図
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 を 内 視 鏡 に 装 着 し た 状 態 で 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 を 内 視 鏡 に 装 着 し た 状 態 で 示 す
説 明 図 、 （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 の 第 １ の 部 品 並 び に 保 護 部 材 を
示 す 説 明 図 、 （ Ｃ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 の 第 ２ の 部 品 を 示 す 説 明 図
。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 視 野 確 保 装 置 の 保 護 部 材 の 装 着 方 法 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， ４ ０ … 視 野 確 保 装 置 、 ６ … 内 視 鏡 、 ８ … 挿 入 部 、 ２ ４ ａ ， ６ ６ … 第 １ の カ バ ー 、 ２ ４
ｂ ， ６ ６ … 第 ２ の カ バ ー 、 ２ ６ ａ ， ４ ８ … 切 り 替 え 手 段 。

10

20

30

40

50

(10) JP 2005-52229 A 2005.3.3



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够长期观察的视野固定装置。 解决方案：视
野固定装置1安装在具有物镜的内窥镜6的插入部分8上。 视野确保装置1
包括：第一盖24a，其覆盖物镜，并且在覆盖物镜且暴露于外部的部分处
是透明的；以及第一部分，其覆盖物镜并且在覆盖物镜的部分处是透明
的。 盖24a和第二盖24b，第二盖24b被切换并暴露于外部。 此外，视野
确保装置1具有切换装置26a，该切换装置26a使第一盖24a从覆盖物镜的
位置缩回，并通过外部操作在第一盖24a和第二盖24b之间任意地切换。 
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